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るが、往々にして「To err is Human：人は誰でも







































任【Management Responsibility】、 ③ 資 源 の 運
用 活 用【Resource Management】、 ④ 製 品 実 現
【Product Realization】、および⑤監視・測定・分
析・改善【Monitoring, Measurement, Analysis, and 
Improvement】である。






























































テ ム【QMS】、 管 理 者 の 責 任【Management 
Responsibility】、 資 源 の 運 用 活 用【Resource 
Management】、製品実現【Product Realization】、
および監視・測定・分析・改善【Monitoring, 










































































【Improving the patient care （including quality and 
satisfaction）】、②地域社会の健康の改善【Improving 
the health of populations】、並びに③国家財源に占
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におけるTQM活動を持続し、国際連携も積極的に推
進された、飯塚病院の田中二郎院長ならびに安藤廣美
特任副院長から詳細なる多くの情報を頂くとともに、
全般的にご指導を頂いたことに深謝する次第である。
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